
(57)【要約】

【課題】止血等の外科的処置を、器具を換えずに実施で

き、手術の継続時間を短縮し、また手術に必要とされる

手術器具の数を削減して維持費用を減らすことができる

、多目的双極高周波治療器具を得ること。

【解決手段】内視鏡の挿入部に接続され、さらに、該内

視鏡を介して体腔内に挿入されるコネクタと；前記コネ

クタの遠端部に取り付けられ、開いた位置と閉じた位置

との間で可動である第１及び第２の電極と；を備えた、

内視鏡用の高周波治療器具であって、前記第１の電極は

、その近端部において第１の極性の高周波電圧を備える

導電性ワイヤに接続され、前記第２の電極は、その近端

部において第２の極性の高周波電圧を備える導電性ワイ

ヤに接続され、前記第１の電極と前記第２の電極はそれ

ぞれに所定角度屈曲した先端部を有し、前記第１の電極

及び前記第２の電極の対向する内側表面は、前記開いた

位置より前記閉じた位置において、より近接する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 該 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る コ ネ ク タ と
；
　 前 記 コ ネ ク タ の 遠 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 第
１ 及 び 第 ２ の 電 極 と ；
　 を 備 え た 、 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 第 １ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ イ ヤ
に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 第 ２ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ イ ヤ
に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 は そ れ ぞ れ に 所 定 角 度 屈 曲 し た 先 端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 対 向 す る 内 側 表 面 は 、 前 記 開 い た 位 置 よ り 前 記 閉
じ た 位 置 に お い て 、 よ り 近 接 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 所 定 角 度 が 略 ９ ０ 度 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 に 歯 を 備 え る 、
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 開 い た 位 置 及 び 前 記 閉 じ た 位 置 と の 間 で 、
所 定 点 を 中 心 に 、 回 転 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 期 閉 じ た 位 置 に お け る 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 内 側 表 面
を 所 定 間 隔 離 し た 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 後 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 前 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 ６ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 前 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 所 定 角 度 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極
が そ れ ぞ れ L字 状 に な る よ う に 、 前 記 先 端 部 を 屈 曲 さ せ る 角 度 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 に 丸 み を 持 た せ た 、 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 該 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 器 具 支 持 体
と ；
　 後 端 と 前 端 を 有 し 、 前 記 後 端 に 前 記 器 具 支 持 体 の 遠 端 部 が 取 り 付 け ら れ る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 の 後 端 に 接 続 さ れ 、 か つ 、 先 端 部 が 所 定 角 度 屈 曲 し た 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極
を 備 え る 電 極 ア セ ン ブ リ と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 、 第 １ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ イ
ヤ が 接 続 さ れ 、
　 　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 、 第 ２ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ
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イ ヤ が 接 続 さ れ 、
　 　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 内
視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 対 向 す る 内 側 表 面 は 、 前 記 開 い た 位 置 よ り 前 記 閉
じ た 位 置 に お い て 、 よ り 近 接 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 所 定 角 度 が 略 ９ ０ 度 で あ る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 、 及 び 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 に 歯 を 備 え る 、
請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 開 い た 位 置 及 び 前 記 閉 じ た 位 置 と の 間 で 、
所 定 点 を 中 心 に 、 回 転 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 期 閉 じ た 位 置 に お け る 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 内 側 表 面
を 所 定 間 隔 離 し た 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 後 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 前 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 先 端 部
の 前 端 に 刃 を 設 け た 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 所 定 角 度 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極
が そ れ ぞ れ L字 状 に な る よ う に 、 前 記 先 端 部 を 屈 曲 さ せ る 角 度 で あ る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の
内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 に 丸 み を 持 た せ た 、 請 求 項 １ １ 記 載 の
内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 双 極 高 周 波 治 療 器 具 に 関 し 、 ま た 特 に 、 内 視 鏡 の た め の 多 目 的 治 療 器 具 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 双 極 電 気 外 科 器 具 は そ の 安 全 性 の た め 、 単 極 電 気 外 科 器 具 よ り も 、 普 及 率 が 高 く 、 こ の
よ う な 双 極 電 気 外 科 器 具 に よ っ て 実 施 さ れ る 外 科 的 処 置 の 種 類 も 多 岐 に 亘 る と い う 結 果 を
も た ら し て い る 。 双 極 電 気 外 科 器 具 に よ っ て 、 例 え ば 、 マ ー ク 付 け （ マ ー キ ン グ ） 、 切 開
、 剥 脱 又 は 止 血 等 を 、 行 う こ と が で き る 。
　 し か し な が ら 、 各 処 置 の た め に 異 な る 器 具 が 使 用 さ れ な く て は な ら な い の で 、 外 科 医 （
執 刀 医 ） は 、 在 庫 目 録 に 種 々 の 器 具 を 維 持 す る こ と が 必 要 と な り 、 費 用 の 増 加 と い う 結 果
を 招 く 。 ま た 、 手 術 中 、 器 具 交 換 に 要 す る 時 間 に よ っ て 外 科 的 処 置 の 継 続 時 間 が 増 加 し て
、 患 者 を 危 険 な 状 態 に お く 可 能 性 を 増 加 さ せ る 。 し た が っ て 種 々 の 異 な る 外 科 的 処 置 を 実
施 で き る 多 目 的 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 マ ー ク 付 け 、 切 開 、 剥 脱 又 は 止 血 等 の 種 々 の 異 な る 外 科 的 処 置 を 、 器 具 を 換
え ず に 実 施 で き 、 手 術 の 継 続 時 間 を 短 縮 し て 患 者 へ の 危 険 を 減 ら し 、 ま た 手 術 に 必 要 と さ
れ る 手 術 器 具 の 数 を 削 減 し て 器 具 の 維 持 費 用 を 減 ら す こ と が で き る 、 多 目 的 双 極 高 周 波 治
療 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 該 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る
コ ネ ク タ と ； 前 記 コ ネ ク タ の 遠 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可
動 で あ る 第 １ 及 び 第 ２ の 電 極 と ； を 備 え た 、 内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 で あ っ て 、 前 記 第
１ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 第 １ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ イ ヤ に 接 続 さ
れ 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 そ の 近 端 部 に お い て 第 ２ の 極 性 の 高 周 波 電 圧 を 備 え る 導 電 性 ワ イ
ヤ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 は そ れ ぞ れ に 所 定 角 度 屈 曲 し た 先 端 部 を
有 し 、 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 対 向 す る 内 側 表 面 は 、 前 記 開 い た 位 置 よ り 前
記 閉 じ た 位 置 に お い て 、 よ り 近 接 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 所 定 角 度 が 略 ９ ０ 度 で あ る と 好 ま し く 、 ま た 、 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 、 及
び 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 内 側 表 面 に 歯 を 備 え る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 開 い た 位 置 及 び 前 記 閉 じ た 位 置 と の 間 で 回
転 可 能 と す る と 好 ま し く 、 さ ら に 、 前 期 閉 じ た 位 置 に お け る 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 内 側 表
面 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 内 側 表 面 を 所 定 間 隔 離 す と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 の 先 端
部 の 後 端 に 刃 を 設 け る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 先 端 部 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 の 先 端
部 の 前 端 に 刃 を 設 け る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 所 定 角 度 は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極
が そ れ ぞ れ L字 状 に な る よ う に 、 前 記 先 端 部 を 屈 曲 さ せ る 角 度 で あ と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 及 び 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 先 端 部 に 丸 み を 持 た せ る と 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 マ ー ク 付 け 、 切 開 、 剥 脱 又 は 止 血 等 の 種 々 の 異 な る 外 科 的 処 置 を 器 具
を 換 え ず に 実 施 で き 、 手 術 の 継 続 時 間 を 短 縮 し て 患 者 へ の 危 険 を 減 ら し 、 ま た 手 術 に 必 要
と さ れ る 手 術 器 具 の 数 を 削 減 し て 器 具 の 維 持 費 用 を 減 ら す こ と が で き る 、 多 目 的 双 極 高 周
波 治 療 器 具 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 の た め の 双 極 高 周 波 切 開 器 具 (内 視 鏡 用 の 高
周 波 治 療 器 具 )１ ０ ９ の 斜 視 図 を 示 す 。 こ の 器 具 １ ０ ９ は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ６ ， ９ ６ ９
， ３ ８ ９ 号 と 米 国 公 開 特 許 公 報 第 ２ ０ ０ ３ ／ ０ １ ９ １ ４ ６ ５ 号 に 記 載 さ れ た 双 極 高 周 波 内
視 鏡 手 術 シ ス テ ム と 連 携 し て 使 用 で き 、 こ れ ら 両 開 示 内 容 は 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 込
ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 器 具 １ ０ ９ は 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ０ ４ （ 図 ３ 参 照 ） に 接 続 さ
れ る コ ネ ク タ （ 器 具 支 持 体 ） １ ２ ０ を 有 す る 。 挿 入 部 １ ０ ４ は 、 内 視 鏡 （ 図 示 せ ず ） の 治
療 器 具 挿 入 チ ャ ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 さ れ る こ と を 可 能 に す る 形 で 形 成 さ れ る 。
　 挿 入 部 １ ０ ４ は 、 細 長 い 可 撓 性 シ ー ス １ ０ ６ と 、 こ の シ ー ス １ ０ ６ を 通 し て 摺 動 可 能 に

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-319677 A 2007.12.13



挿 入 さ れ た １ 対 の 導 電 性 ワ イ ヤ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ と 、 器 具 支 持 体 １ ２ ０ の 遠 端 部 に 設 け
ら れ て 導 電 性 ワ イ ヤ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ に 接 続 さ れ 、 閉 じ た 位 置 （ 図 １ ） 、 又 は 、 開 い た
位 置 （ 図 ２ ） に 設 定 す る こ と が で き る 、 １ 対 の 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ と 、 を 備 え て い る
。
　 な お 、 電 極 １ １ ０ ａ の 極 性 を 正 と し 、 電 極 １ １ ０ ｂ の 極 性 を 負 と す る こ と 、 ま た そ の 逆
と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 シ ー ス １ ０ ６ は 、 絶 縁 材 料 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 等 の 材 料
で 作 製 す る こ と が で き る 。 図 ２ は リ ン グ １ ６ ６ を 介 し て シ ー ス １ ０ ６ に 圧 入 さ れ た 器 具 支
持 体 １ ２ ０ を 示 す が 、 ね じ 接 合 、 ス ナ ッ プ 嵌 合 等 種 々 の 手 段 で 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 固 い 絶 縁 材 料 、 例 え ば 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 等 、 で 作 製 す る こ と が で き る 支 持 部 材 １ ２ ０ は
、 ス リ ッ ト １ ２ ４ （ 図 １ 参 照 ） を 形 成 す る た め に 前 方 に 、 互 い に 平 行 に 延 び る 一 対 の ア ー
ム １ ２ ２ を 有 し て い る 。 ア ー ム １ ２ ２ の 遠 端 部 の 近 傍 に は ２ 本 の ピ ン １ ２ ８ が 支 持 さ れ て
い る 。 こ れ ら ピ ン １ ２ ８ は 、 ス リ ッ ト １ ２ ４ の 側 壁 に 、 所 定 間 隔 離 で 平 行 状 態 を 維 持 し つ
つ 、 垂 直 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 対 の 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ は 、 支 持 部 材 １ ２ ０ の ス リ ッ ト １ ２ ４ 内 に 一 部 分 が 挿 入
さ れ 、 ま た １ 対 の ピ ン １ ２ ８ を 中 心 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、
１ 対 の 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ は 、 図 １ に 示 す 閉 じ た 位 置 と 、 又 は 、 図 ２ に 示 す 開 い た 位
置 と す る こ と が で き る 。
　 な お 、 （ 互 い に 異 な る 極 性 を 有 す る ） 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ は 、 図 １ に 示 す 様 に 、 閉
じ た 位 置 で 完 全 に 接 触 す る 構 成 と す る こ と が で き る が 、 患 部 傷 つ け る 可 能 性 の 高 い 過 度 の
挟 み 付 け を 防 止 す る た め に 、 閉 じ た 位 置 で 完 全 に 接 触 し な い 構 成 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ の 近 端 部 の 後 端 は 、 そ れ ぞ れ 導 電 性 ワ イ ヤ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ
に 接 続 さ れ る 。 各 導 電 性 ワ イ ヤ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ は 、 対 応 す る 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ
に 接 続 す る 端 部 を 除 い て 絶 縁 チ ュ ー ブ １ ２ ６ ａ 、 １ ２ ６ ｂ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス リ ッ ト １ ２ ４ 内 で 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ が 互 い に 接 触 す る の を 防 止 す る た め に 支 持
部 材 １ ２ ０ の ス リ ッ ト １ ２ ４ に は 、 絶 縁 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 絶 縁 ブ ロ
ッ ク １ ３ ０ は 、 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ 間 に 配 置 さ れ 、 ピ ン １ ２ ８ に よ っ て 支 持 さ れ て い
る 。
　 な お 、 絶 縁 ブ ロ ッ ク １ ３ ０ は 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 等 の 樹 脂 で 作 製 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 製 と す る こ と が で き 、 本 体 １ １ ０
ａ Ｂ 、 １ １ ０ ｂ Ｂ と 、 こ れ ら 本 体 １ １ ０ ａ Ｂ 、 １ １ ０ ｂ Ｂ の 遠 端 部 か ら 所 定 角 度 で 屈 曲 し
た 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 １ １
０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ は 、 本 体 １ １ ０ ａ Ｂ 、 １ １ ０ ｂ Ｂ の 遠 端 部 に 対 し て 略 ９ ０ 度 屈 曲 さ せ
て 、 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ を L字 形 状 と し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 切 開 操 作 及 び ／ 又 は 電 流 密 度 を 改 善 す る た め に 先 端 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ は 、 必 要 に
応 じ て そ の 前 縁 に 刃 １ ８ ０ 及 び ／ 又 は そ の 後 縁 に 刃 １ ８ ２ を 設 け る こ と が で き る （ 図 ３ ）
。 ま た 、 器 具 １ ０ ９ の 滑 り を 防 止 す る た め に 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ の 対 向 す る 内 側 表 面
の 一 方 又 は 両 方 に 歯 １ ８ ４ を 設 け て も よ い （ 図 ２ ） 。 な お 、 歯 １ ８ ４ は イ ン タ ー ロ ッ ク し
て も 、 又 は し な く て も よ い 。 さ ら に 、 体 内 組 織 の 損 傷 を 防 止 す る た め 、 及 び ／ 又 は 組 織 の
マ ー ク 付 け 作 業 を 改 善 す る た め に 先 端 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ の 端 部 １ ８ ６ は 、 丸 み を 持
た せ る か 、 又 は 、 鈍 角 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 体 内 組 織 Ｔ に マ ー ク 付 け を す る 器 具 １ ０ ９ を 示 し て い る 。 執 刀 医 は 、
器 具 １ ０ ９ を 図 ４ に 示 す 位 置 か ら 、 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ を 体 内 組 織 Ｔ に 向 け て
回 転 さ せ 、 図 ５ に 示 す 位 置 に す る 。 そ し て 、 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ を 組 織 Ｔ に 当
て な が ら 器 具 １ ０ ９ に 電 流 を 印 加 す る と 、 体 内 組 織 Tは 電 流 に よ る 熱 の た め に 焼 か れ 、 マ
ー ク Ｍ と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 旦 体 内 組 織 Ｔ が マ ー ク 付 け さ れ る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 外 科 的 処 置 （ 例 え ば 粘 膜 又 は
粘 膜 下 組 織 の 切 開 又 は 解 剖 ） を 実 施 す る こ と が で き る 。 外 科 医 は 、 器 具 １ ０ ９ に 電 流 を 印
加 し な が ら 体 内 組 織 Ｔ に 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ を 当 て る こ と が で き る 。 そ れ か ら
器 具 １ ０ ９ は 、 方 向 Ｄ に 沿 っ て 基 部 に 近 づ く よ う に 動 か さ れ 、 そ れ に よ っ て 体 内 組 織 Ｔ 内
に 切 込 み Ｉ を 作 り 出 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 図 ７ に は 、 比 較 的 集 中 し た 領 域 に お け る 体 内 組 織 Ｔ の 出 血 を 止 め る 様 子 が 示 さ れ
て い る 。 執 刀 医 は 、 器 具 １ ０ ９ に 電 流 を 印 加 し な が ら 閉 じ た 位 置 に あ る 電 極 １ １ ０ ａ 、 １
１ ０ ｂ を 有 す る 器 具 １ ０ ９ を 当 て る 。
　 ま た 、 図 ８ に は 、 比 較 的 広 い 領 域 に 亘 る 体 内 組 織 Ｔ の 出 血 を 止 め る 様 子 が 示 さ れ て い る
。 執 刀 医 は 、 開 い た 位 置 に あ る 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ を 体 内 組 織 Tに 当 て 、 図 ９ 及 び 図
１ ０ に 示 す よ う に 、 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ に 電 流 を 印 加 し つ つ 出 血 し て い る 体 内 組 織 Ｔ
を 挟 み つ け て 出 血 を 止 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 器 具 １ ０ ９ は 、 挟 み 付 け と 切 開 の た め に 使 用 で き る 。 例
え ば 、 器 具 １ ０ ９ に 電 流 を 印 加 し な が ら 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ の 間 に 体 内 組 織 Ｔ を 挟 み
付 け て 切 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 器 具 １ ０ ９ は 、 粘 膜 Ｍ Ｍ の 下 に 位 置 す る 筋 肉 層 Ｍ Ｌ の
筋 肉 層 組 織 Ｍ Ｔ の 切 開 の た め に も 使 用 で き る 。 例 え ば 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 （ 閉 じ た 位 置
に あ る ） 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ の 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ に よ っ て 所 望 量 の 筋 肉
層 組 織 Ｍ Ｔ を 選 択 で き る 。 そ し て 、 適 量 の 筋 肉 層 組 織 Ｍ Ｔ が 選 択 さ れ る と 、 図 １ ４ に 示 す
よ う に 先 端 部 １ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ の 後 端 が 筋 肉 層 組 織 Ｍ Ｔ に 係 合 し て こ れ を 切 開 す る
よ う に 、 器 具 １ ０ ９ を 方 向 Ｄ に 引 き な が ら 電 極 １ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ に 電 流 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 双 極 高 周 波 切 開 器 具 １ ０ ９ は 、 マ ー ク 付 け 、 切 開 、 剥 脱 又 は 止 血 を す る
こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 他 の 外 科 的 処 置 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 そ し
て 、 双 極 高 周 波 切 開 器 具 １ ０ ９ を 用 い る こ と に よ り 、 手 術 の 継 続 時 間 を 減 ら し （ そ れ に よ
っ て 患 者 へ の 危 険 を 減 ら し ） 、 ま た 手 術 に 必 要 と さ れ る 手 術 器 具 の 数 を 減 ら す （ そ れ に よ
っ て 費 用 を 減 ら す ） こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 双 極 高 周 波 切 開 器 具 １ ０ ９ に 使 う 高 周 波 電 圧 も 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
必 要 に 応 じ て 、 異 な る 特 性 の 高 周 波 電 圧 が 使 用 で き る （ 例 え ば 異 な る 継 続 時 間 、 電 圧 な ど
） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ３ の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ー ク 付 け 処 置 時 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 マ ー ク 付 け 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 切 開 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 止 血 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 止 血 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 開 い た 位 置 に お け る 、 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 止 血 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 開 い た 位 置 に お け る 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 止 血 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 切 開 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 開 い た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 切 開 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 切 開 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 切 開 処 置 時 の 双 極 高 周 波 治 療 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０ ４ 　 挿 入 部
１ ０ ６ 　 シ ー ス
１ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ 　 導 電 性 ワ イ ヤ
１ ０ ９ 　 双 極 高 周 波 切 開 器 具 (内 視 鏡 用 の 高 周 波 治 療 器 具 )
１ １ ０ ａ 、 １ １ ０ ｂ 　 電 極 （ 第 １ 及 び 第 ２ の 電 極 ）
１ １ ０ ａ Ｂ 、 １ １ ０ ｂ Ｂ 　 本 体
１ １ ０ ａ Ｔ 、 １ １ ０ ｂ Ｔ 　 先 端 部
１ ２ ０ 　 コ ネ ク タ （ 器 具 支 持 体 又 は 支 持 部 材 ）
１ ２ ２ 　 ア ー ム
１ ２ ４ 　 ス リ ッ ト
１ ２ ６ ａ 、 １ ２ ６ ｂ 　 絶 縁 チ ュ ー ブ
１ ２ ８ 　 ピ ン
１ ３ ０ 　 絶 縁 ブ ロ ッ ク
１ ６ ６ 　 リ ン グ
１ ８ ０ 、 １ ８ ２ 　 刃
１ ８ ４ 　 歯
１ ８ ６ 　 先 端 部 の 端 部
Ｍ 　 マ ー ク
Ｔ 　 体 内 組 織
Ｍ Ｌ 　 筋 肉 層
Ｍ Ｍ 　 粘 膜
Ｍ Ｔ 　 筋 肉 層 組 織
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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